
令和3年2月26日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：児童への参加を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：教員相互による授業参観を３回以上行った。

３：教員相互による授業参観を２回行った。

３：教員相互による授業参観を１回行った。

１：行わなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全員が１回参加した。

３：８０％以上の教員が１回参加した。

２：７０％以上の教員が１回参加した。

１：参加した教員が７０％未満だった。

１：
７０％
未満

Ｄ地域教材を活用して、児童が地域住民と
関わり、地域のよさを理解、尊重する授業
を実施する。

2.9

2

・オンライン学習の実施に向け、児
童全員分PCが配備され、家庭でも
使えるようにネット環境の整備、児
童の活用能力の育成に努めてい
る。
・いろいろな教科でICT機器を活用
できた。
・視覚的情報補助として、写真や動
画を活用した授業を心がけた。
・タブレットを活用した指導をさらに
行っていく。
・外国語指導講師の授業時数が増
え、コミュニケーション能力が高まっ
ている。
・総合的な学習の時間において、地
域とつながりのある教材を活用す
る。
・どのような取組をしているのか、保
護者に発信していく。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…319／410
人

Ａ 9

・オンライン学習の実施・・・お忙しい中、先生方の準備
大変かと思いますが、子供たちはタブレットを大切に持ち
帰って嬉しそうにしていました。
・学校以外でのPC学習の取り組み方など、まだ課題もあ
ると思うが、ぜひ素晴らしい未来へと繋がっていくことを
望んでいます。
・外国語・プログラミング・ICT機器など、大人の理解が追
いつかず、しかし児童の吸収は良いので、引き続き指導
をいただきたい。
・学校側は、試行錯誤しながら努力してくださっているこ
とを感じています。
・オンライン学習の充実に努めて欲しい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2.9
３：
８０％
以上

Ｂ 4

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2.5

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.2

「これからの社会の変
化に対応する子どもを
育てる工夫をしている」
（外国語教育、理数教
育、ICT活用、人権教
育、体力向上等）と保
護者アンケートで回答
した割合
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3.8

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3.5

3.5

・あいさつ運動を全校体制で取り組
み、挨拶の充実を図った。
・学校全体として、挨拶がよくなって
いる。
・あいさつキャンペーンやあいさつ
チャレンジを継続し、全校的に取り
組む。
・いじめ防止、不登校児童ゼロに向
けた取り組みの強化を図るととも
に、きめ細かいが対応できるよう情
報の共有を図る。
・学校生活調査・学級集団調査の結
果を分析し、日々の教育活動の充
実、豊かな人間関係を築いていける
よう、有効に活用する。
・毎週の生活指導夕会、教育相談
研修では、児童の様子について校
内で情報を共有するとともに、SCや
区教育相談、SSWとも連携をし、早
期に問題を解決していく。
・生活指導支援員、学校特別支援
員の配置により、きめ細やかな対応
ができた。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…374／410
人

3.6

3.4

3.5

3

・授業の工夫などを、学校公開・保護者
会等で伝える。
・学期毎の授業観察とともに、教員間で
授業を気軽に見合える環境、雰囲気を
つくり、指導力の向上を図る。
・地域の教材を使った総合的な学習、
道徳の学習を行う。
・特別支援校内委員会を中心に、サ
ポートルームとも連携をさらに図りなが
ら、特別支援教育の推進を図っていく。
・教員支援の配置にともない、教員の業
務軽減が図られ、教材研究、児童と直
接かかわる時間が増えた。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…331／410
人

３：
７５％
以上

２：
６５％
以上

１：
６５％
未満

3.5

3.3

2.2

3.6

3.7

3.5

2.9

１：
７０％
未満

・挨拶は、とても大事です。
・様々な場所で、挨拶を返してくれる児童が多いことはと
ても嬉しいことです。
・挨拶運動の継続をお願いしたい。
・正門で校長先生をはじめ、子供たちも毎日のように挨
拶運動をしているせいか、どこで子供たちと会っても、大
きな声で地域で挨拶をしてくれています。
・このコロナ禍で、児童たちは自然に順応したり、対応し
ていると聞き、驚き、すごいと感じた。教職員の指導のお
かげだと思います。
・朝の当たり前の風景として、通学路での挨拶が交わさ
れ、すがすがしく感じます。学校内だけでなく、日常でも
自然と根付いていくことを期待しています。
・子供たちの挨拶は、昨年同様非常に良かった。

・「体育学習発表会」・・・先生方の工夫が素晴らしかった
と思います。学年が１時間ごとに見られたので、集中して
見ることができ、見る方としては、とても楽しく子供たちの
様子が分かり、よかったと感じました。
・「引きこもる」時間は、相対的に植えるのは必然なの
で、その対処法を明確にすべきであると考える。
・体育学習発表会では、校庭で大勢の児童が縄跳びを
しているのを見て、見学をしている児童もなく、先生も参
加しているようでした。見ていた私たちも気分が大変良
かったです。
・体育学習発表会は、また違った意味で、楽しく見ること
ができた。今年度は、児童にとってもいつもと違う学習体
験ができ、将来に何かしら活かせるのではと思います。
・発表会では、普段では見られない一面を間近で感じる
ことができる、このような機会がさらに増えると良いと思
います。

・先生方が子供たちを細かく見て、配慮していただいてい
る様子が伝わります。
・タブレット端末配布を含め、ハードウェアーが先、保護
者・教職員の対応やソフトウェアーの活用は、その次と
いうことでよいのではないか。
・指導の中に、児童それぞれの特性に一層寄り添った対
応が必要とされる場面も、これからもあるかと感じていま
す。

3.2

2.9

・休業期間がながかったのに、基礎学力の大きな落ち込
みが見られなかったことは素晴らしい。
・読解力や会話・・・遊びの中での工夫が、１年生はなか
なかできていなく、上の学年との交流も今年度は少な
かったが、コロナの分、学習活動が十分に行えなかった
のに、この結果は、素晴らしいです。
・一問一答方式の評価は、さほど変化はないと感じる一
方で、複数での討論など、教室でないと不可能な方式に
ついては、経験不足と感じる。
・学校側の指導等に、今後も期待するばかりです。
・大半の児童が、宿題を熱心に取り組み、学習意欲も高
いと感じます。特に１年生の字の上達には目を見張りま
す。学力向上にサポートできることはないのか、考えさせ
られます。（児童館）
・

・休業期間が長く、学習内容の遅れ
による基礎学力の低下を心配した
が、授業改善等の取り組みにより、
大きな落ち込みは見られなかった。
・学習カルテの活用―学習カルテを
基につまずきを確認する。
・PCの活用を含め、家庭との連携を
図り、家庭学習を充実させる。
・研究・研修により、教師の指導力
の向上に努める。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…370／410
人

8

5

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3.2

3.5

3.7

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

「ハッスルタイム」を計画的に実施し、自ら
運動に取り組み、体力向上を図る。、

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

あいさつ運動を工夫して実施し、あいさつ
チャレンジにすべての児童が参加できるよ
うにする。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

学期毎の授業観察を行うとともに、教員相
互による授業評価を年３回以上行い、授業
力の向上に努める。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3.1

3.1

3.7

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3.8

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

週２回の朝学習を確実に行い、音読・漢字
学習や計算練習を毎日の学習とし、家庭
や学校で実施する。

１：
７０％
未満

3.7

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3.3

3.7

教員がＰＴＡ・地域等の行事に参加し、連携
を図る。

4

4

２：
７０％
以上

79%

１：
７０％
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

2.2

３：
８０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・感染症拡大のため、今年度は地域と
連携した学習が十分に行えなかった。
・HPのブログ等で情報発信をするよう
各学年に促していく。
・学校も地域も、児童が地域の行事に
参加しやすい環境づくりを続けていく。
・コロナ禍の中でも学校地域支援本部
には、学校環境の整備や地域の校外
学習への支援をしていただき、大変助
かった。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…323／410
人

・地域との連携は、続けていきたい。
・コロナによる影響で、学校との交流、子供たちの様子が
あまり見られないのは、大変残念でした。早く元に戻るこ
とを願っています。
・学校と連携を密にとっていただき、大変助かっていま
す。（放課後ひろば）
・従前の多人数であつまっで言々ということは、現実的で
はなくなると考えられる。地域側も、発想の転換が必要
である。
・地域でお祭りなど、子供たちと一緒に参加できる行事
が少なく残念でした。
・児童とのかかわりが少なかったので、残念でした。また
交流が多くできる時を楽しみにしています。
・今の時期だからこそ、学校を中心に、地域一体で力を
合わせる良い機会になると思うので、協力できることが
あれば、参加させていただきたいと考えています。（児童
館）
・来年度以降、子供たちとの接点を考えていきたい。（町
会）

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

11

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

2

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・本校は、本年度９６周年を迎え、常に地域と密接にかかわりながら、発展してきた学校である。これからの教育を見据え、校内研究を柱に、「問題解決的な学習活動を通して」児童自ら考え、判断し、表現できる児童の育成を目指し、全教職員で教育活動を実践している。一方で基礎基本的な学
力の定着も課題であり、授業改善を行いながら粘り強く日々の授業を展開している。その結果、少しずつではあるが、区、都、国のいずれの学力調査においても、前年度より伸びが見られるようになってきている。学習習慣の定着と授業改善によって、今後もこの傾向を維持していく。また、生活
面においては規範意識や基本的な生活習慣に関して課題が見られ、生活指導部を中心に「大三小10のやくそく」の改善とその定着に取り組んできた。ここ２年で、「あいさつがきちんとできる学校」を目指し、あいさつ運動等の取り組みにより、地域からも認められる成果を得るまでに至っている。
今後もこの点に力を入れ、家庭・地域との連携を強化し、規範意識の向上・基本的生活習慣の定着に努める。
・本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。“人とのかかわり・地域とのかかわり”と称して、近隣にある東邦大学や大森学園高校との連携や大森町、梅屋敷の二つの商店街、中小の町工場と連携した学習、「スクールサポートおおさん」を中心とした地域人材の活用による授業の
展開などをより一層推進していく。

「あいさつがきちんとで
きる」と保護者アンケー
トで回答した割合
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

「学校は、地域の力を
子供たちの教育活動に
活かしている」と保護者
アンケートで回答。
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

目標に対する成果指標

２：
７０％
以上

78%

４：
８０％
以上

87%

4

11

2

11

Ｂ

３：
８０％
以上

81%

２：
７０％
以上

４：
８５％
以上

91%

４：
９０％
以上

90%

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

B

・感染症拡大防止に向け、生活洋式
が大きく変わり、児童の体力の低下
が心配される。
・運動会は中止することになった
が、かわりに「体育学習発表会」が
できてよかった。
・臨時休業期間から、毎日「健康観
察表」を付け、児童の健康に対する
意識が高まった。今後も新しい生活
様式として継続する。
・体育学習、保健学習の内容や方
法について見直し、改善を図ってい
く。

＊Ａ：そう思う≧Ｂ：少し思う…358／410
人

「授業改善に努めてい
る」と保護者アンケート
で回答した割合。
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

「児童の安全確保に努
め、体力の向上が見ら
れる」と保護者アン
ケートで回答した割
合。
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

Ａ

「基礎的な学力が身に
付いている」と保護者
アンケートで回答した
割合
（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

2

Ｃ

Ｄ

４：
９０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
７０％
以上


